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スタートのための手引きの作成、職場環境改善の工

夫などについて５名の演者から発言があり、ディス

カッションが行われた。

５．都道府県医師会「警察活動に協力する医師の部

会(仮称)」連絡協議会・学術大会 [５月19日(土)・

日医]について（青木常任理事）

　内閣府死因究明等施策推進室・福田室長から「死

因究明等施策の進捗状況について」、警察庁刑事局

捜査第一課検視指導室・阿波室長から「死因身元調

査法の運用について」がそれぞれ報告された。その

後、岩手・静岡・長崎・熊本各県医師会から事前に

寄せられた質問に対する回答が行われた。その後、

学術大会が開催され、特別講演として福岡県警察医

会・大木会長から「警察活動に協力する医師として

の経験から」、一般演題として５つの講演が行われ

た。参加者は、連絡協議会が109名、学術大会が111

名であった。

６．日医かかりつけ医機能研修制度 平成30年度応

用研修会 [５月20日(日)]について

（櫻井常任理事）

　⑴かかりつけ医の感染対策、⑵健康増進・予防

医学、⑶フレイル予防、高齢者総合的機能評価

(CGA)・老年症候群、⑷かかりつけ医の栄養管理、

⑸かかりつけ医の在宅医療・緩和医療・終末期医療、

⑹症例検討、の講義６題を行った。受講者総数は約

7,600名であり、うち日医での受講者は250名、当会

館でのテレビ会議システムによる受講者は154名で

あった。

７．外部各委員会報告

⑴　薬物乱用防止対策北海道推進本部会議 [５月

14日(月)]について（長瀬会長）

　本会議に参画する関係機関の薬物乱用防止対

策関連事業の昨年度実施状況について報告があ

った後、北海道保健福祉部より今年度薬物乱用

防止対策実施要綱(案)等の説明があり、提案ど

おり了承した。

⑵　北海道たばこ対策連絡協議会 [５月16日(水)]

について（後藤常任理事）

　本協議会に参画している10団体からたばこ対

策の取り組み状況について報告があったほか、

北海道における受動喫煙防止条例の制定に向け

た本協議会の意見をまとめ、今後活動を進めて

いくことを確認した。

⑶　災害派遣精神医療チーム（DPAT）検討会議

[５月18日(金)]について（目黒常任理事）

　災害時などに専門的な心のケアに関する対応

を円滑に行うなどの緊急支援体制の強化を図る

ため、関係機関による検討会議が開催された。

北海道からこれまでの検討経過ならびに国の動

きについて説明があった。その後、北海道版

DPAT活動要綱・要領、活動マニュアルの整備

に向けた今後の進め方について確認し、意見交

換を行った。
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